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日本リメディアル教育学会  

第１２回全国大会・総会 開催のご案内 

 

  多くの大学・学部・学科でディプロマ・ポリシーを定め、カリキュラム・ポリシーに基づいた開

講科目のカリキュラムツリーを明示して人材育成をしている。人材育成の前提にあるのは、求める学生

像を定めたアドミッション・ポリシーである。しかしながら、求める学生像の条件を満たしていない入

学生も少なからず存在する。入学生の学習が入試科目に限定されていたり、その入試科目が大学での専

門と合致していないという問題もある。高等学校の科目と大学の科目を接続するリメディアル教育が、

大学には不可欠となっている。 

 学生は、小学校、中学校、高等学校、大学へと進学する中で、高等学校から大学への変化が最も対

応が難しい。小学校から高等学校までは、進学するにつれて、科目が細分化されていくものの、教科と

しての繋がりがあるが、高等学校から大学に進学する際には、教科の枠組みから学問の枠組みへと変化

する。教科の科目と学問の科目の対応は多対多であり、この対応に混乱する学生は多い。また、教科の

科目と学問の科目の対応が複雑であるがゆえに、アドミッション・ポリシーに具体的に記すことは困難

である。 

 今大会では、アドミッション・ポリシーの具体化を意識し、系列高校・付属高校における高大連携

の取組みや入学前教育に着目する。また、教科の世界から学問の世界へ導く高大接続を実現するため

に、高大教職員の連携の可能性を追求する。 

                日本リメディアル教育学会第 12回全国大会実行委員会 
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１．日程・会場 

 

2016(平成 28)年 8月 23 日～25 日 

場所：大阪国際大学 守口キャンパス（〒570-8555 大阪府守口市藤田町 6-21-57） 

 

２．第１２回全国大会テーマ 

教科の世界から学問の世界へ導く高大接続 

 

（１） 口頭発表の実施方法 

発表会場は４会場を想定して，次の形式で実施する。 

口頭発表 必須 １件３０分間（発表２０分＋質疑５分＋入れ替え５分） 

講演論文 必須 前回までの全国大会の様式に準ずる。 

○発表会場では VGA端子(アナログ RGB)と HDMI によるプロジェクターへの接続が可能。書画カ

メラ、DVD/BD プレイヤーも使用可能。パソコンは各自持参ください。 

○配付資料の持参、および、持参部数は発表者の判断に一任されています。ただし、発表に関係

ない資料の配付はご遠慮ください。また、持参された資料の残部はお持ち帰りください。 

○発表するセッションの開始前の休憩時間に PCの動作確認を行います。発表するセッションの

開始前までにお越しください。 

 

（２） ポスター・デモ発表の実施方法 

次の形式で実施する。ブリーフプレゼンテーションは実施しない。 

ポスター展示 必須 所定の会場で展示する。 

論文 必須 口頭発表と同様 

コアタイム 必須 ポスターセッション内にポスター前で説明を行う。 

 

（３） 展示企業向けデモ発表の実施方法 

次の形式で実施する。ブリーフプレゼンテーションは実施しない。 

デモ展示 必須 所定の会場で展示する。（企業展示ブース利用） 

論文 不要 予稿集には載せない 

コアタイム 必須 ポスターセッション内に企業ブース前で説明を行う。 

   

※  ランチョンセミナーの開催：お昼休みに企業主催によるセミナー（参加者は昼食無料）を企画し

ます。詳しくは、後日賛助会員あてにお知らせをいたします。  

 

４．共催・後援 

主催：日本リメディアル教育学会 

後援：大阪国際大学, 大阪府教育委員会,大学コンソーシアム大阪, 大学コンソーシアム京都 
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５．プログラム 

第 1 日  2016 年 8 月 23 日（火） 
12:30 開始 
13:00-16:20 部会企画 
16:40-17:10 編集委員会・大会企画委員会企画 
17:20-    理事会 

 
第 2 日  2016 年 8 月 24 日（水） 

8:45 受付開始 
9:15-10:10 口頭発表 A 
10:10-10:20 休憩 
10:20-11:45 企業セッション・ポスターデモセッション 
11:45-13:05 昼食・ランチョンセミナー(11:55~12:55) 
13:05-13:30 総会 
13:30-13:50 開会式 
13:50-15:20 基調講演  
独立行政法人 大学入試センター 試験・研究統括官 大塚雄作先生：高大接続と入試改革について 
15:20-15:30 休憩 
15:30-16:30  現地企画 高大接続に関わる教育現場での実践: 稲葉勇介（大阪府立西成高等学校）・

入交享子（大阪府立茨木高等学校）・ 栃澤健史（大阪国際大学） 
16:30-16:40 休憩 
16:40~18:00  (パネルディスカッション)教科の世界から学問の世界へ導く高大接続について考える 
椋本洋（学校法人追手門学院）・高松正毅（高崎経済大学）・大塚雄作（指定討論：大学入試センタ

ー）・入交享子（大阪府立茨木高等学校） 
18:15 情報交換会 

 
第 3 日  2016 年 8 月 25 日（木） 

8:30 開始 
9:00-10:25 口頭発表 B 
10:25-10:35 休憩 
10:35-12:00 口頭発表 C 
12:00-13:20 昼食・ランチョンセミナー(12:10~13:10) 
13:20-15:15 口頭発表 D 
15:20 クロージング 
 

６．参加費等 

 

（１） 大会参加費 

 単位：円 
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会員／非会員  大会参加

費  

備考  

正会員（個人）・賛

助会員・大学会員 

事前 4,000       

当日 5,000 

  

非会員 事前 5,000       

当日 5,000 

  

 

（２） 情報交換会参加費 

 単位：円  

会員／非会員  情報交換会参加費  

正会員 

5,000  

大学会員 

協賛会員 

非会員 

 

───────────────────────────────────────── 

 

 

（３） 企業展示・広告費 

  単位：円  

会員／非会員  展示  

※1，※2  

 ランチョンセミナー 講演論文集への広告  

※3  

協賛会員  30,000  30,0000 

(展示を行う場合には 

20,000) 

10,000  

     

    

※1  1 号館１階ラーニングコモンズを利用することになります。 

 ※2 展示スペースの位置，利用可能な備品等の詳細に関しましては，後日連絡します。 

 ※3 Ａ４サイズ（白黒，縦置き，片面）１ページの広告料金です。 

 

９．委員名簿 

 

────────────────────────────────────────── 

日本リメディアル教育学会 第 11 回全国大会実行委員会 委員名簿（2016 年 8月 8 日現在）  

────────────────────────────────────────── 

実行委員会委員一覧（順不同）  

  

実行委員長 矢島彰（大阪国際大学） 

副委員長 小野田正之助（近畿大学） 

実行委員   
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児玉英明（京都三大学教養教育研究・推進機構）, 椋本洋（追手門学院大学） 

長尾佳代子（大阪体育大学）佐藤智明（大阪国際大学）, 栃澤健史（大阪国際大学）,  

高橋泰代（大阪国際大学），安高真一郎（大阪国際大学）, 山本明志（大阪国際大学）,  

森友令子（大阪国際大学），田窪美葉（大阪国際大学） 

 

────────────────────────────────────────── 

大会企画委員会一覧（順不同） 

 

会長 寺田 貢 （福岡大学） 

大会企画委員長 小松川 浩（千歳科学技術大学） 

大会企画副委員長 中園 篤典（広島修道大学） 

プログラム委員長 佐藤 尚子（千葉大学） 

大会実行委員長 矢島 彰（大阪国際大学） 

幹事 専門部会企画担当 御園 真史（島根大学） 

幹事 賛助会員担当 小野田 正之助（近畿大学） 

アドバイザー 中嶋 輝明（北星学園大学） 

専門部会担当 森川 修（鳥取大学） 

プログラム担当 鈴木 政浩（西武文理大学） 

プログラム担当 田島 ますみ（中央学院大学） 

プログラム担当 國弘 保明（日本工業大学） 

 

 

 


